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令和６年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 
 

施設所管課名：建設部公園課 

 

１ 施設概要 

施設名称 市営公園墓地 

指定管理者名 横須賀公園墓地管理グループ 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月 31 日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

施設全体の管理運営は良好に行われている。 
今期指定管理期間の３年目となり、５年期間の折り返し初月であったが、定

例業務の他に、これまでの管理で出た剪定枝等の処分や園内施設の細かな見

回りを行った。見回りでは、墓地来園者が使用する備品の消耗度及び在庫チ

ェックを行い、その結果について市へ報告が行われた。 
利用者目線に立った管理運営ができている。 

５月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 
美観整備を目指し、草刈り等を計画的に行っているが天候も良く、芝の成長

スピードに遅れ気味だが尽力している。 

６月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 
7 月のお盆時期に向け園内の美観整備に努めている。 
芝の成長スピードに負けないよう、安全に配慮した新たな道具を取り入れる

など、工夫がされており評価できる。 
その他、要望や修繕は適宜対応できている。 

７月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

７月となり、新盆期間中は多くの来園者が見られたが 

十分に警備員を配置し事故等なく運営できた。 
循環バスについても、多くの方に利用していただき利用者利便に即してい

る。 

８月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

繁忙期のお盆期間中は特に問題もなく、管理運営が行われていた。 
８月最終週に来た台風の影響で園内の一部が停電したが、即座に対応し復旧

に努めた。 
９月の彼岸までに園内除草を行っているが、晴天日と雨天日が交互に来るこ
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とで雑草の伸びが早く美観整備に苦慮している。 

９月 

お彼岸に向け芝刈り等の美観整備に尽力していたが、夏日に加え頻繁に雨天

があったことで草刈り後の芝もすぐに成長してしまい想定の美観に整える

ことができなかった。 

繁忙期の彼岸時期については、問題なく運営できたが今後の課題として次年

度は植栽計画の検討が必要だと感じる結果となった。 

なお、美観整備以外については、施設修繕等も行えるものから順次進めてお

り、施設の管理運営は、問題なく行われている。 

10 月 

施設の管理運営は、問題なく行われている。 

７月、８月、９月の繁忙期を終え、園内全体の状況確認等調査を行いながら、

未完了部分の植栽管理等を行った。 

今年度は台風の影響をあまり受けずに終わったため、例年台風時の強風によ

って落ちる高木の弱った枝等が残っており、歩行者等への危険につながるた

め、園内のケヤキ並木に対し調査を行い危険個所のチェックを行った。結果

を踏まえ、計画的に剪定を行う予定となっている。 
老朽化した施設の修繕も適宜行われており、評価できる管理体制にある。 

11 月 

施設の維持管理は適切に行われている。 

繁忙期は終わったものの、年内最後の美観整備が完了していないため、引き

続き植栽管理等を継続して行った。 

また、令和７年１月から運用を開始する「合祀型合葬墓」の業務整理や受付

の流れなど市と協力し準備を行っている。 

12 月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

園内樹木の掛かり枝等の危険個所について、除去対応し年末年始の繁忙期に

向けた安全対策を図った。 
年末年始は事務所が休みとなるため、水道管凍結等の対策としてポリタンク

を各水くみ場へ配備した。 
そのほか、年始より始まる合祀型合葬墓の受付手続きの流れ等の最終確認を

行い、年明けからの繁忙に向けた準備に努めており評価できる状況にある。 

１月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

年始から合祀型合葬墓の運用が始まり、多くの使用者から問い合わせの連絡

があり事務所運営が多忙になったが、市と連携し大きな問題等も起こさずに

対応している。 
施設管理も植栽管理がひととおり完了し、翌年度以降の繁忙期に向けた植栽

管理の検討など、今年度入った苦情・要望等に対応できるよう改善を図る準

備を始めており評価できる姿勢にある。 



 
3 
 

２月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

１月に引き続き合祀型合葬墓の問い合わせが多く、事務所運営は多忙になっ

ているが問題等も起きておらず問題なく対応できている。 
利用者利便の点から行っていた園内の灰皿撤去について、墓所区画に隣接す

るものは撤去が完了した。 

３月 

施設の管理運営は、良好に行われている。 

年間作業計画に基づき、園内管理を行えている。 
合祀型合葬墓の問い合わせは落ち着いてきたものの、まだまだ問い合わせが

多く、お彼岸の繁忙期と重なり事務所運営は多忙な状況にあったが問題等を

起こすことなく対応できていた。 
また、返還された墓所（普通墓地）の除草要望が多いことが、７月～９月ま

での繁忙期の植栽管理の進捗に影響してしまうため返還墓所に対し、防草シ

ートを敷くことで対策を講じるように努め始めた。 
 


